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 現行の標準字体の仮名とは異なった字体・書体の仮名。明治 33 年（1900）「小学
校令施行規則」で採用されたものとは異なる仮名で、古文書や古典籍を読む上で必須。
それぞれ仮名のもととなった漢字を字母という。→【補助資料・変体仮名一覧表】参








































児玉幸多『くずし字用例辞典 普及版』（東京堂出版、1993 再版） 




















柏書房編集部『覚えておきたい古文書くずし字 200 選』（柏書房、2001） 



















































































































〔江戸中期〕写 奈良絵本 - 7 -
むかし
かきぞめ
つぎ
さうし
よみぞめ
ぶんしやうざう
昔は正月吉書の次に冊子の読初とて女子は文正草
し
よみ
たい
紙を読 となり。 今もある大
け
こ
れ
い
の
こ
おほ
つたは
家にその古例残りてあり。 此さうし今多く伝り大
はん
ぎ
かず
むかし
いへ
／＼
本小本摺板 数あるも昔は家々
さうし
ゆゑ
へ う
だい
なくてかなはざりし冊子なりしが故なり。 標題に
さう
し
かき
これ
しやう
いはひの草紙と書たるあり。 是その証
こらう
き
と古老の記に見えたり。
（ 後略）
国文学研究資料館蔵『用捨箱』 冒頭
柳亭種彦『 用捨箱』 上之巻
天保十二年
（ 一八四一）
刊
正月読み初めの吉書『文正草紙』を読んでみよう
□□□より□□にいたるまて□□□□ことをきゝつたふる中
に
もい
やしきものゝ殊外に成□□□
より
□□□ま
て
つゐ
に物うき事なく
□□□□はひたちの国□□
文
正と申ものにてそ侍りけるその
故
正月読み初めの吉書『文正草紙』を読んでみよう
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をたつぬれはおうしうよりひんかしとう八ケ国□□□の国十六かうの内に□□□の大明神
と申て
はやらせ
給ふか
此宮の大くうし
は長者
にて
おはしける
四方
にくらをたてやう
しうの□□□けいしうのたまいつれ
につ
け
て
も
か
け
た
る事はなし。
（王
城）
（板
東）
（
揚
州
）
（
荊
州
）
（郷）
正月読み初めの吉書『文正草紙』を読んでみよう
（宮
司）
正月読み初めの吉書『文正草紙』を読んでみよう
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